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Ⅰ．はじめに
　鹿屋体育大学スポーツトレーニング教育研究セン

ター・スポーツカウンセリング室は，平成14年度よ

り心理相談スタッフを常駐させ，相談業務を開始し

た．そして，平成21年度で７年目に入る．相談内容

に関しては，本学が体育系大学ということもあり，

競技力の向上を目的とした「メンタルトレーニン

グ」の必要性を求めて，来談するケースが多い．本

稿では，平成20年度についての月別の来談件数，相

談内容などを報告し，今後のスポーツカウンセリン

グ室の在り方を課題として提言していきたい．

Ⅱ．平成20年度の月別来談件数および相談内容
　表１は，スポーツカウンセリング室における平成

20年度の月別による来談件数をまとめたものであ

る（８月，９月に関しては夏季休業，３月に関して

は春季休業であるため，スポーツカウンセリング室

のインテークは行っていない．そのため，件数は０

件）．今年度の来談件数は40件であり，そのうち半

数以上の23件が，競技に関しての相談内容であった

（表２）．競技に関してスポーツカウンセリング室を

来談する学生は，競技力の向上あるいは，自分のパ

フォーマンスを最大限に発揮したいといった相談内

容であり，「メンタルトレーニング」の実践を求め

る学生が多かった．

表１．月別来談件数
来談件数

４月 0
５月 5
６月 6
７月 6
８月 0
９月 0
10月 8
11月 6
12月 4
１月 4
２月 1
３月 0
合計 40

表２．月別相談件数の集計

競技のこと心理的なこと身体的なこと 学業・進路・将来
のこと

家族・兄弟または
経済的なこと 事故等のこと その他 SV

４月 0 0 0 0 0 0 0 0
５月 3 1 0 0 0 0 2 0
６月 4 0 2 0 0 0 2 0
７月 4 1 0 0 0 0 1 0
８月 0 0 0 0 0 0 0 0
９月 0 0 0 0 0 0 0 0
10月 4 4 0 0 0 0 0 0
11月 4 2 0 0 0 0 0 0
12月 2 2 0 0 0 0 0 0
１月 2 2 0 0 0 0 0 0
２月 0 1 0 0 0 0 0 0

相談内容別総計 23 13 2 0 0 0 5 0
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Ⅲ．「メンタルトレーニング」の重要性
　「メンタルトレーニング」は，スポーツ選手の競

技力向上ならびに実力発揮を目的とした心理的スキ

ルの教育・指導と定義されている　（中込，2007）．

ほぼ同義に用いられている略称として，心理スキル

トレーニングやメンタルマネジメントが存在する．

本学は，スポーツカウンセリング室という名称であ

るが，学生のニーズに対応するには「メンタルト

レーニング」を中心としたスポーツカウンセリング

を実施する必要があると考えられる．中島（2004）

は，スポーツカウンセリングを，「競技場面に関わ

るすべての人々を対象とする心理臨床行為」と幅広

く定義し，アスリートを対象にしているため，必要

に応じて「メンタルトレーニング」を実施する場合

があると述べている．よって，「メンタルトレーニ

ング」は，スポーツカウンセリングで扱われる部分

に抱合される　（田口，2008）．

　2000年には，日本スポーツ心理学会の認定された

「スポーツメンタルトレーニング指導士」制度が成

立され，2005年度までに90名ほどの有資格者が登録

されている．本学においても，「スポーツメンタル

トレーニング指導士・補」の有資格である教員が在

籍している．そして，その教員を中心に，「スポー

ツメンタルトレーニング指導士・補」の有資格を目

指す大学院生と連携して，スポーツカウンセリング

業務を行っている．よって，競技力の向上を目的と

して「メンタルトレーニング」の必要性を求める学

生（アスリート）に対して，メンタルトレーニング

の指導力を向上させたい大学院生（メンタルトレー

ニング指導士・補の有資格を目指す学生）が存在す

るため，お互いに適した環境であると言える．その

ため，スポーツメンタルトレーニング指導士・補の

有資格である教員が，「メンタルトレーニング」を

求める学生（アスリート）に対しての心理的サポー

ト並びに，大学院生への指導を行い，指導を受けた

大学院生も同時に学生（アスリート）への心理的サ

ポートに介入するといった鹿屋体育大学スポーツト

レーニング教育研究センター・スポーツカウンセリ

ング室の組織として有効に機能することが今後の課

題であると考えられる．しかしながら，「メンタル

トレーニング」の必要性を求めて，スポーツカウン

セリング室を来談する学生（アスリート）は，まだ

まだ少ないのが現状である．鹿屋体育大学スポーツ

トレーニング教育研究センター・スポーツカウンセ

リング室が組織として有効に機能し，「メンタルト

レーニング」を中心としたスポーツカウンセリング

を実施することで，鹿屋体育大学全体の競技力向上

に貢献できることが期待される．
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